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森
林
法
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昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
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平
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八
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九
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㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
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定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
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以
上
の
も
の
と
す
る
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。
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。
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の
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略
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、
そ
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面
及
び
関
係
書
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を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
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及
び
七
ケ
宿
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
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を
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開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月
九
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
二
月
九
日
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か
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気
仙
沼
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中
瀬
七
〇
番
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年
二
月
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
号

　

土
地
改
良
法（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
七
ヶ

浜
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。
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十
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〇
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告
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一
号

　

平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
日
執
行
の
富
谷
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
係
る
当
選
の
効
力
に
関
し
、
黒
川
郡
富
谷
町

富
ヶ
丘
三
丁
目
七
番
一
三
号　

白
木
敏
夫
外
一
名
か
ら
申
立
て
の
あ
っ
た
審
査
申
立
て
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
は
、
平

成
二
十
八
年
二
月
一
日
次
の
と
お
り
裁
決
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
二
月
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
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城
県
黒
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郡
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谷
町
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丘
三
丁
目
７
番
13号
　
　

 
審
査
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立
人
　
白
　
木
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夫
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郡
富
谷
町
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一
丁
目
24番
地
12　
　

 
審
査
申
立
人
　
岩
　
田
　
士
　
郎
　
　
　
　
　
　
　
　

　
上
記
審
査
申
立
人
（
以
下
「
申
立
人
」
と
い
う
。）
か
ら
平
成
27年
12月
２
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た
平
成
27年
８
月

30日
執
行
の
富
谷
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査

の
申
立
て
に
つ
い
て
，
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
当
委
員
会
」
と
い
う
。）
は
，
次
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

主
　
　
　
　
　
　
　
文

　
本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
。

審
査
申
立
て
の
趣
旨
及
び
理
由

１
　
審
査
の
申
立
て
の
趣
旨

　
 　
申
立
人
は
，
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
人
浅
野
幹
雄
（
以
下
「
当
選
人
」
と
い
う
。）
の
当
選
の
効
力
に
関
す
る

異
議
の
申
出
に
つ
い
て
，
富
谷
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
町
委
員
会
」
と
い
う
。）
が
平
成
27年
11月
12日
，

異
議
の
申
出
を
棄
却
す
る
決
定
（
以
下
「
原
決
定
」
と
い
う
。）
を
行
っ
た
の
で
，
原
決
定
を
不
服
と
し
て
，
同
年

12月
２
日
，
当
委
員
会
に
対
し
，
原
決
定
を
取
り
消
し
，
当
選
人
の
当
選
を
無
効
と
す
る
旨
の
裁
決
を
求
め
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

２
　
審
査
の
申
立
て
の
理
由

　
　
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
⑴
 　
原
決
定
は
，
主
と
し
て
当
選
人
の
住
所
の
認
定
に
当
た
り
，
総
務
省
統
計
局
「
家
計
調
査
」
で
の
２
人
世
帯
に

お
け
る
光
熱
水
費
平
均
使
用
量
と
各
家
屋
所
在
地
に
お
け
る
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
使
用
実
態
を
比
較
し
，
宮
城

県
黒
川
郡
大
和
町
宮
床
字
大
椚
30番

地
３
（
以
下
「
宮
床
宅
」
と
い
う
。）
で
の
使
用
量
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と

を
理
由
と
し
，
当
該
地
を
住
所
地
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　
　
 　
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
総
務
省
統
計
局
「
家
計
調
査
」
に
は
，「
２
人
世
帯
」
の
統
計
は
存
在
せ
ず
，「
２
人
以

上
世
帯
」
の
統
計
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
，
当
選
人
が
「
２
人
世
帯
」
と
し
た
場
合
，
統
計
値
が
各
使
用

実
態
に
比
較
し
，
高
い
値
を
示
す
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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ま
た
，
冬
期
の
使
用
量
に
対
し
，
使
用
実
態
と
し
て
示
さ
れ
る
４
月
か
ら
９
月
の
使
用
量
は
低
く
な
る
の
で
，

統
計
値
が
年
間
の
平
均
値
と
す
れ
ば
，
統
計
値
は
，
各
使
用
実
態
に
比
較
し
高
い
値
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　
　
 　
さ
ら
に
，
原
決
定
は
，
各
使
用
実
態
に
影
響
を
与
え
る
当
選
人
の
生
活
実
態
に
係
る
認
定
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
以
上
か
ら
，
使
用
実
態
と
統
計
値
と
の
比
較
は
，
慎
重
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
⑵
 　
宮
城
県
黒
川
郡
富
谷
町
鷹
乃
杜
四
丁
目
10番
３
号
（
以
下
「
鷹
乃
杜
宅
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
光
熱
水
費
は
，

選
挙
に
近
接
し
た
９
月
に
使
用
量
が
い
ず
れ
も
最
大
と
な
り
，
一
方
，
宮
床
宅
は
電
気
使
用
量
を
除
い
て
ほ
と
ん

ど
使
用
量
が
な
い
こ
と
か
ら
，
本
件
選
挙
直
前
に
宮
床
宅
か
ら
鷹
乃
杜
宅
に
当
選
人
が
移
動
し
た
と
の
仮
説
が
成

り
立
ち
，
そ
の
検
証
の
た
め
に
は
，
平
成
27年
10月
以
降
の
光
熱
水
費
も
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑶
 　
宮
床
宅
の
光
熱
水
費
は
，
一
人
暮
ら
し
世
帯
と
す
れ
ば
不
自
然
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
こ
の
点
に
関
す

る
合
理
的
な
理
由
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
そ
も
そ
も
，
当
選
人
が
配
偶
者
と
起
臥
寝
食
を
と
も
に
し
て
い
る
こ
と
の
真
偽
は
，
不
明
で
あ
る
。

　
　
 　
ま
た
，
水
道
の
使
用
量
に
つ
い
て
は
，
当
選
人
が
主
張
す
る
月
当
た
り
５
回
程
度
の
利
用
で
は
，
７
㎥
な
い
し

８
㎥
に
到
達
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

　
⑷
　
当
選
人
の
住
所
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
，
宮
床
宅
及
び
富
沢
の
居
住
地
で
の
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑸
 　
鷹
乃
杜
宅
に
居
住
し
て
い
る
と
思
う
旨
，
宮
床
宅
に
は
居
住
し
て
い
る
様
子
は
な
い
旨
の
証
言
に
つ
い
て
，
具

体
的
な
証
言
内
容
・
証
言
状
況
が
不
明
で
あ
り
，
過
度
に
重
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　
　
 　
ま
た
，
当
選
人
の
鷹
乃
杜
宅
居
住
を
否
定
す
る
証
言
は
，
確
実
な
根
拠
が
な
け
れ
ば
到
底
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
の
で
信
用
す
べ
き
で
あ
る
。

争
　
　
　
　
　
　
　
点

　
公
職
選
挙
法
（
昭
和
25年

法
律
第
100号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
９
条
第
２
項
に
は
，「
日
本
国
民
た
る
年
齢

満
20年
以
上
の
者
で
引
き
続
き
３
箇
月
以
上
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
は
，
そ
の
属
す
る
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
権
を
有
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
，
ま
た
同
じ
く
法
第
10条
第
１
項
第
５
号
に
は
，「
市
町

村
の
議
会
の
議
員
に
つ
い
て
は
そ
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
で
年
齢
満
25年
以
上
の
も
の
」
が
被
選
挙
権
を
有
す
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
，
審
査
に
お
い
て
争
点
と
な
る
の
は
，
当
選
人
が
，
本
件
選
挙
に
係
る
被
選
挙
権
の
要
件
で
あ
る
本
件
選
挙
の

期
日
ま
で
引
き
続
き
３
箇
月
間
，
す
な
わ
ち
平
成
27年
５
月
30日
か
ら
同
年
８
月
30日
ま
で
の
間
（
以
下
「
本
件
期
間
」

と
い
う
。），
富
谷
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

裁
決

の
理

由

　
当
委
員
会
は
，
こ
の
審
査
の
申
立
て
を
受
理
し
た
後
，
町
委
員
会
か
ら
弁
明
書
の
提
出
を
求
め
，
こ
れ
を
徴
す
る
と

と
も
に
，
申
立
人
に
当
該
弁
明
書
を
提
示
し
た
う
え
で
，
反
論
書
の
提
出
を
受
け
た
。

　
ま
た
，
町
委
員
会
及
び
各
関
係
機
関
に
対
し
て
関
係
す
る
証
拠
物
件
の
提
出
を
求
め
る
と
と
も
に
，
当
選
人
に
証
言

を
求
め
，
慎
重
に
審
理
を
行
っ
た
。

　
な
お
，
申
立
人
か
ら
証
言
聴
取
の
要
請
が
あ
っ
た
３
人
の
関
係
人
に
つ
い
て
は
，
当
委
員
会
か
ら
証
言
の
要
請
を

行
っ
た
が
，
各
々
関
係
人
本
人
か
ら
の
証
言
辞
退
の
申
出
が
あ
り
，
証
言
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

１
　
住
所
認
定
に
つ
い
て
の
解
釈

　
 　
住
所
に
係
る
法
令
上
の
定
義
と
し
て
は
，
民
法
（
明
治
29年
法
律
第
89号
）
第
22条
で
「
各
人
の
生
活
の
本
拠
を

そ
の
者
の
住
所
と
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
，
ま
た
，
判
例
と
し
て
は
，
昭
和
23年
12月
18日

最
高
裁
判
所
判
決
に
お

い
て
，「
選
挙
に
関
し
て
は
住
所
は
一
人
に
つ
き
一
ケ
所
に
限
定
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
さ
れ
て
い

る
。

　
 　
さ
ら
に
，
昭
和
35年
３
月
22日

最
高
裁
判
所
判
決
で
は
，「
選
挙
権
の
要
件
と
し
て
の
住
所
は
，
そ
の
人
の
生
活

に
も
っ
と
も
関
係
の
深
い
一
般
的
生
活
，
全
生
活
の
中
心
を
も
っ
て
そ
の
者
の
住
所
と
解
す
べ
く
，
所
論
の
よ
う
に
，

私
生
活
面
の
住
所
，
事
業
活
動
面
の
住
所
，
政
治
活
動
面
の
住
所
等
を
分
離
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。」

と
さ
れ
て
い
る
。
関
連
し
て
，
平
成
９
年
８
月
25日

最
高
裁
判
所
判
決
で
は
，「
一
定
の
場
所
が
住
所
に
当
た
る
か

否
か
は
，
客
観
的
な
生
活
の
本
拠
た
る
実
体
を
具
備
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
，
主

観
的
に
住
所
を
移
転
さ
せ
る
意
思
が
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
直
ち
に
住
所
の
設
定
，
喪
失
を
生
ず
る
も
の
で
は
な

く
，
ま
た
，
住
所
を
移
転
さ
せ
る
目
的
で
転
出
届
が
さ
れ
，
住
民
基
本
台
帳
上
転
出
の
記
録
が
さ
れ
た
と
し
て
も
，

実
際
に
生
活
の
本
拠
を
移
転
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
，
住
所
を
移
転
し
た
も
の
と
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
 　
加
え
て
，
平
成
23年
12月
20日

大
阪
高
等
裁
判
所
判
決
で
は
，「
各
人
が
起
居
の
場
所
と
し
て
い
る
住
居
等
の
所

在
地
が
客
観
的
に
生
活
の
本
拠
と
し
て
の
実
体
を
具
備
し
て
い
る
か
否
か
は
，
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
諸
般
の
事
情

を
考
慮
し
た
上
で
総
合
判
断
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
以
上
を
踏
ま
え
て
，
当
委
員
会
が
申
立
人
の
主
張
に
つ
い
て
審
理
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

２
　
当
委
員
会
の
判
断
の
基
礎
と
な
る
資
料
の
概
要

　
⑴
　
当
選
人
の
住
民
票
の
記
載
内
容

　
　
 　
町
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
当
選
人
の
住
民
票
に
よ
れ
ば
，
昭
和
50年
10月
19日
を
転
入
日
と
し
て
，
前
住
所

地
で
あ
る
当
時
の
仙
台
市
鈎
取
字
寺
西
12番
地
の
２
か
ら
鷹
乃
杜
宅
に
転
入
し
た
旨
を
同
日
付
け
で
富
谷
町
長
に

届
け
出
た
と
さ
れ
て
お
り
，
そ
の
後
，
富
谷
町
内
で
の
転
居
又
は
富
谷
町
外
へ
の
転
出
の
届
出
は
な
い
。

　
⑵
　
町
委
員
会
に
お
け
る
当
選
人
の
証
言
内
容

　
　
　
町
委
員
会
で
は
当
選
人
へ
尋
問
を
行
い
，
以
下
の
証
言
を
得
て
い
る
。

　
　
ア
　
鷹
乃
杜
宅
に
継
続
し
て
居
住
し
て
い
る
。
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使
　
　
用
　
　
期
　
　
間

メ
ー
タ
ー
１

メ
ー
タ
ー
２

計

平
成
27年
３
月
18日
～
同
年
４
月
18日

 9㎥
34㎥

43㎥

平
成
27年
４
月
18日
～
同
年
５
月
19日

 9㎥
26㎥

35㎥

平
成
27年
５
月
19日
～
同
年
６
月
18日

 8㎥
26㎥

34㎥

平
成
27年
６
月
18日
～
同
年
７
月
17日

 8㎥
21㎥

29㎥

平
成
27年
７
月
17日
～
同
年
８
月
19日

 8㎥
25㎥

33㎥

平
成
27年
８
月
19日
～
同
年
９
月
18日

13㎥
32㎥

45㎥

　
　
　
エ
 　
鷹
乃
杜
宅
に
お
け
る
水
道
の
使
用
の
契
約
は
２
本
と
な
っ
て
い
る
。
契
約
者
は
当
選
人
の
子
の
夫
で
あ

り
，
そ
の
使
用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

使
　
　
用
　
　
期
　
　
間

使
　
用
　
量

メ
ー
タ
ー
１

メ
ー
タ
ー
２

計

平
成
27年
４
月
～
同
年
５
月

20㎥
32㎥

 52㎥

平
成
27年
６
月
～
同
年
７
月

27㎥
36㎥

 63㎥

平
成
27年
８
月
～
同
年
９
月

46㎥
65㎥

111㎥

　
　
イ
　
宮
床
宅

　
　
　
ア
 　
宮
床
宅
所
在
の
土
地
に
つ
い
て
は
，
持
分
が
当
選
人
３
分
の
２
，
当
選
人
の
子
３
分
の
１
の
共
有
で
あ
り
，

建
物
に
つ
い
て
は
当
選
人
の
単
独
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
イ
 　
宮
床
宅
に
お
け
る
電
気
の
使
用
の
契
約
者
は
，
当
選
人
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
使
用
状
況
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

使
　
　
用
　
　
期
　
　
間

使
　
用
　
量

平
成
27年
４
月

188kW
h

　
　
イ
 　
宮
床
宅
は
，
当
選
人
の
実
家
で
あ
り
，
当
選
人
の
父
が
平
成
20年
に
死
亡
し
て
以
降
は
，
住
宅
及
び
畑
の
管

理
を
定
期
的
に
行
う
必
要
が
生
じ
，
月
に
５
回
程
度
鷹
乃
杜
宅
と
往
復
若
し
く
は
妻
（
未
届
）（
以
下
「
妻
」

と
い
う
。）
と
寝
泊
ま
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
ウ
 　
当
選
人
は
，
宮
床
宅
に
つ
い
て
大
和
町
税
務
課
か
ら
「
大
和
町
内
に
事
業
所
及
び
別
荘
等
を
お
持
ち
の
皆
様

へ
」
と
い
う
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
，
別
荘
と
公
に
も
認
識
さ
れ
て
い
る
住
宅
で
あ
る
。

　
⑶
　
町
委
員
会
に
お
け
る
聴
取
り
調
査
の
内
容

　
　
 　
町
委
員
会
で
は
，
鷹
乃
杜
宅
の
近
隣
住
民
及
び
宮
床
宅
の
異
議
申
出
人
の
推
薦
す
る
者
を
含
む
近
隣
住
民
か
ら

の
聴
取
り
調
査
を
実
施
し
，
鷹
乃
杜
宅
近
隣
で
は
，
当
選
人
が
当
該
宅
に
居
住
し
て
い
る
も
の
と
思
う
旨
，
宮
床

宅
近
隣
に
お
い
て
は
，
当
選
人
が
宮
床
宅
に
居
住
し
て
い
る
様
子
が
な
い
旨
の
供
述
が
あ
っ
た
。

　
⑷
 　
当
選
人
及
び
各
関
係
機
関
か
ら
提
出
さ
れ
た
証
拠
物
件
に
基
づ
く
鷹
乃
杜
宅
，
宮
床
宅
及
び
富
沢
宅
の
所
有
者

及
び
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
使
用
状
況
等

　
　
ア
　
鷹
乃
杜
宅

　
　
　
ア
　
鷹
乃
杜
宅
に
お
け
る
土
地
，
建
物
は
当
選
人
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
イ
 　
鷹
乃
杜
宅
に
お
け
る
電
気
の
使
用
の
契
約
者
は
，
当
選
人
の
子
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
使
用
状
況
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

使
　
　
用
　
　
期
　
　
間

使
　
用
　
量

平
成
27年
４
月

754kW
h

平
成
27年
５
月

653kW
h

平
成
27年
６
月

539kW
h

平
成
27年
７
月

737kW
h

平
成
27年
８
月

868kW
h

平
成
27年
９
月

897kW
h

　
　
　
ウ
 　
鷹
乃
杜
宅
に
お
け
る
ガ
ス
の
使
用
の
契
約
は
２
本
と
な
っ
て
い
る
。
契
約
者
は
当
選
人
で
あ
り
，
そ
の
使

用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

使
　
用
　
量
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平
成
27年
５
月

153kW
h

平
成
27年
６
月

129kW
h

平
成
27年
７
月

171kW
h

平
成
27年
８
月

119kW
h

平
成
27年
９
月

136kW
h

　
　
　
ウ
 　
宮
床
宅
に
お
け
る
ガ
ス
の
使
用
の
契
約
者
は
，
当
選
人
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
使
用
状
況
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

使
　
　
用
　
　
期
　
　
間

使
　
用
　
量

平
成
27年
３
月
31日
～
同
年
４
月
30日

2.9㎥

平
成
27年
４
月
30日
～
同
年
５
月
31日

0.8㎥

平
成
27年
５
月
31日
～
同
年
６
月
30日

1.3㎥

平
成
27年
６
月
30日
～
同
年
７
月
31日

0.5㎥

平
成
27年
７
月
31日
～
同
年
８
月
31日

0.1㎥

平
成
27年
８
月
31日
～
同
年
９
月
30日

0.4㎥

　
　
　
エ
 　
宮
床
宅
に
お
け
る
水
道
の
使
用
の
契
約
者
は
，
当
選
人
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
使
用
状
況
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

使
　
　
用
　
　
期
　
　
間

使
　
用
　
量

平
成
27年
４
月
３
日
～
同
年
５
月
４
日

12㎥

平
成
27年
５
月
４
日
～
同
年
６
月
２
日

 7㎥

平
成
27年
６
月
２
日
～
同
年
７
月
２
日

 8㎥

平
成
27年
７
月
２
日
～
同
年
８
月
３
日

 7㎥

平
成
27年
８
月
３
日
～
同
年
９
月
７
日

 1㎥

平
成
27年
９
月
７
日
～
同
年
10月
５
日

 6㎥

　
　
ウ
　
富
沢
宅

　
　
　
ア
 　
申
立
人
が
主
張
す
る
富
沢
の
居
住
地
と
は
，
仙
台
市
太
白
区
富
沢
二
丁
目
８
番
17号
（
以
下
「
富
沢
宅
」

と
い
う
。）
で
あ
り
，
当
該
住
所
に
係
る
住
民
票
に
は
，
現
在
，
当
選
人
の
妻
の
子
，
そ
の
夫
及
び
そ
の
子

２
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
イ
　
富
沢
宅
の
土
地
，
建
物
は
当
選
人
の
妻
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
ウ
 　
富
沢
宅
に
お
け
る
電
気
の
使
用
の
契
約
者
は
，
当
選
人
の
妻
の
子
の
夫
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
使
用
状
況

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。使
　
　
用
　
　
期
　
　
間

使
　
用
　
量

平
成
27年
４
月

300kW
h

平
成
27年
５
月

204kW
h

平
成
27年
６
月

174kW
h

平
成
27年
７
月

225kW
h

平
成
27年
８
月

287kW
h

平
成
27年
９
月

237kW
h

　
　
　
エ
 　
富
沢
宅
に
お
け
る
ガ
ス
の
使
用
の
契
約
者
は
，
当
選
人
の
妻
の
父
（
故
人
）
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
使
用

状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

使
　
　
用
　
　
期
　
　
間

使
　
用
　
量

平
成
27年
４
月

82㎥

平
成
27年
５
月

68㎥
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呂
，
洗
面
所
及
び
水
洗
ト
イ
レ
が
あ
る
。

　
　
　
オ
 　
西
側
の
建
物
と
増
築
し
た
東
側
の
建
物
に
は
段
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
水
道
，
ガ
ス
に
つ
い
て
は
，
そ
れ

ぞ
れ
富
谷
町
，
設
置
業
者
と
の
調
整
に
よ
り
，
安
全
性
及
び
経
済
性
を
鑑
み
，
増
築
し
た
東
側
に
も
別
系
統

で
追
加
し
た
た
め
，
各
二
つ
の
契
約
と
な
っ
た
。
た
だ
し
，
電
気
に
つ
い
て
は
，
東
北
電
力
で
の
取
扱
い
が
，

ひ
と
続
き
の
家
屋
は
一
つ
の
契
約
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
カ
 　
鷹
乃
杜
宅
の
ガ
ス
及
び
水
道
は
二
つ
の
契
約
で
は
あ
る
が
，
子
夫
婦
及
び
孫
と
は
別
々
に
生
活
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
，
洗
面
所
及
び
風
呂
を
と
も
に
使
用
す
る
と
と
も
に
，
食
事
を
す
る
場
所
で
あ
る
ダ
イ
ニ
ン

グ
キ
ッ
チ
ン
も
１
箇
所
で
あ
り
，
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
。

　
　
イ
　
宮
床
宅

　
　
　
ア
　
宮
床
宅
は
，
別
荘
と
し
て
使
用
し
て
お
り
，
本
件
期
間
中
に
お
い
て
は
誰
も
居
住
し
て
い
な
い
。

　
　
　
イ
　
週
末
に
１
泊
又
は
２
泊
し
，
割
合
と
し
て
は
，
土
・
日
・
月
の
２
泊
が
多
い
。

　
　
　
　
 　
本
件
期
間
中
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
は
，
月
に
４
，
５
回
程
度
，
計
15回
程
度
宿
泊
し
，
８
月
は
，
選

挙
の
た
め
宿
泊
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
宿
泊
に
際
し
て
は
，
２
か
月
に
１
か
ら
２
回
程
度
，
50年
来
の
友
人
夫
婦
を
招
き
，
一
緒
に
過
ご

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
30坪
ほ
ど
の
家
庭
菜
園
が
あ
り
，
手
入
れ
を
行
う
た
め
，
日
帰
り
で
よ
く
行
く
。

　
　
　
　
　
４
月
の
春
休
み
に
は
，
妻
の
孫
２
人
が
宿
泊
し
た
。

　
　
　
ウ
 　
ガ
ス
及
び
水
道
に
つ
い
て
は
，
訪
れ
た
と
き
の
風
呂
及
び
調
理
に
使
用
し
，
雨
が
降
ら
な
い
日
が
続
い
た

と
き
は
，
盆
栽
へ
の
散
水
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
電
気
に
つ
い
て
は
，
宿
泊
時
の
冷
暖
房
や
照
明
の
他
，
冷
蔵
庫
は
常
時
電
源
が
入
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ト
イ
レ
は
水
洗
で
あ
る
。

　
　
ウ
　
富
沢
宅

　
　
　
　
富
沢
宅
は
妻
の
子
夫
婦
と
そ
の
子
２
人
の
４
人
が
，
平
成
17年
か
ら
居
住
し
て
い
る
。

　
　
　
 　
当
選
人
自
身
は
，
平
成
19年
の
１
月
に
妻
の
親
が
亡
く
な
っ
て
以
来
，
泊
ま
る
部
屋
も
な
い
こ
と
か
ら
，
富

沢
宅
に
宿
泊
は
し
て
い
な
い

　
　
エ
　
平
成
27年
８
月
18日
か
ら
同
年
９
月
６
日
ま
で
の
鷹
乃
杜
宅
及
び
宮
床
宅
の
使
用
状
況

　
　
　
 　
平
成
27年
８
月
18日
か
ら
同
年
９
月
６
日
ま
で
の
期
間
は
，
鷹
乃
杜
宅
の
和
室
を
選
挙
事
務
所
に
使
用
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
，
そ
の
期
間
は
選
挙
事
務
所
の
手
伝
い
の
人
や
後
援
会
の
会
員
が
集
ま
り
，
光
熱
水
の
使
用

が
増
え
て
い
る
。

　
　
　
 　
一
方
，
選
挙
期
間
中
の
た
め
，
宮
床
宅
に
宿
泊
し
て
い
な
い
が
，
後
援
会
の
会
員
が
，
選
挙
運
動
用
の
葉
書

の
宛
名
書
き
を
宮
床
宅
で
行
っ
た
た
め
，７
月
末
か
ら
エ
ア
コ
ン
を
使
用
，
さ
ら
に
湯
茶
提
供
の
た
め
，
ガ
ス
・

平
成
27年
６
月

51㎥

平
成
27年
７
月

41㎥

平
成
27年
８
月

32㎥

平
成
27年
９
月

33㎥

　
　
　
オ
 　
富
沢
宅
に
お
け
る
水
道
の
使
用
の
契
約
者
は
，
当
選
人
の
妻
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
使
用
状
況
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

使
　
　
用
　
　
期
　
　
間

使
　
用
　
量

平
成
27年
３
月
21日
～
同
年
５
月
20日

 58㎥

平
成
27年
５
月
21日
～
同
年
７
月
20日

 61㎥

平
成
27年
７
月
21日
～
同
年
９
月
20日

 71㎥

平
成
27年
９
月
21日
～
同
年
11月
20日

 64㎥

　
⑸
　
当
委
員
会
に
お
け
る
当
選
人
の
証
言
内
容

　
　
　
当
委
員
会
に
お
い
て
，
当
選
人
に
対
す
る
尋
問
を
行
い
，
次
の
証
言
を
得
て
い
る
。

　
　
ア
　
鷹
乃
杜
宅

　
　
　
ア
 　
本
件
期
間
に
お
い
て
，
鷹
乃
杜
宅
に
は
，
住
民
票
に
当
選
人
，
妻
，
子
，
子
の
夫
及
び
子
の
子
２
人
が
登

録
さ
れ
て
い
る
が
，
子
の
子
の
う
ち
１
人
は
，
住
所
を
鷹
乃
杜
の
ま
ま
に
し
て
，
埼
玉
県
の
大
学
に
通
っ
て

お
り
，
帰
省
し
て
く
る
長
期
休
暇
期
間
以
外
は
，
５
人
で
の
居
住
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
イ
 　
大
学
に
通
っ
て
い
る
子
の
子
に
つ
い
て
は
，
本
件
期
間
内
で
あ
る
平
成
27年
８
月
14日
か
ら
９
月
27日
の

間
に
在
宅
し
て
お
り
，
そ
の
間
，
本
件
選
挙
へ
の
投
票
の
他
，
採
用
試
験
の
受
験
な
ど
就
職
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
ウ
 　
現
在
の
鷹
乃
杜
宅
所
在
地
に
つ
い
て
は
，
昭
和
47年
に
取
得
し
た
土
地
に
加
え
，
東
側
の
隣
接
地
を
購
入

し
，
同
地
に
平
成
４
年
に
増
築
し
て
い
る
。

　
　
　
エ
　
増
築
し
た
際
に
，
風
呂
を
東
側
に
移
設
し
，
西
側
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
を
拡
張
し
た
。

　
　
　
　
 　
水
回
り
施
設
は
，
西
側
に
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
及
び
水
洗
ト
イ
レ
が
あ
り
，
増
築
し
た
東
側
に
は
風
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水
道
を
使
っ
て
い
る
。

３
　
当
委
員
会
の
判
断

　
 　
当
委
員
会
は
，
上
記
２
⑷
に
基
づ
き
，
本
件
期
間
に
お
け
る
当
選
人
の
生
活
の
実
態
を
推
認
の
う
え
，
当
選
人
の

住
所
に
つ
い
て
判
断
す
る
。

　
⑴
　
電
気
，
ガ
ス
，
水
道
の
使
用
状
況
に
よ
る
住
所
の
推
認

　
　
 　
申
立
人
は
上
記
審
査
申
立
の
趣
旨
及
び
理
由
２
⑴
に
お
い
て
，
町
委
員
会
が
引
用
す
る
「
総
務
省
統
計
局
『
家

計
調
査
』」
に
つ
い
て
，
町
委
員
会
が
「
２
人
以
上
世
帯
」
の
統
計
を
「
２
人
世
帯
」
の
統
計
と
し
て
当
選
人
の

居
住
関
係
を
認
定
し
て
い
る
不
備
等
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
 　
当
該
調
査
は
，「
２
人
以
上
世
帯
」
に
係
る
統
計
調
査
で
あ
り
，
申
立
人
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
の
で
，
当

委
員
会
に
お
い
て
は
，
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
，
有
用
な
別
指
標
の
検
索
を
行
い
，
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
，

比
較
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
ア
　
電
気
使
用
量

　
　
　
 　
改
め
て
，
家
計
調
査
に
お
け
る
「
２
人
以
上
世
帯
」
で
の
電
気
使
用
量
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
，
直
近
の
デ
ー

タ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
，調
査
対
象
世
帯
の
構
成
人
員
数
は
，2012年

が
3.07人

，2013年
が
3.05人

，

2014年
で
3.03人

で
あ
る
。

家
計
調
査
　
追
加
参
考
図
表
「
電
気
使
用
量
の
推
移
」
よ
り
抜
粋
〈
１
世
帯
当
た
り
電
気
使
用
量（
kW
h）〉 

総
務
省
統
計
局
　
平
成
27年
１
月
30日

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10月
11月

12月
年
平
均

2012年
558.633

596.906
561.377

512.439
433.403

355.084
342.348

412.684
439.541

380.567
364.799

444.148
450.161

2013年
567.882

578.731
542.999

456.730
410.380

344.294
353.594

424.095
444.039

373.944
371.685

425.807
441.182

2014年
561.188

575.942
560.568

475.115
396.615

342.785
332.324

392.008
391.780

352.329
349.158

408.069
428.157

月
平
均

562.568
583.860

554.981
481.428

413.466
347.388

342.755
409.596

425.120
368.947

361.881
426.008

439.833

注
）
家
計
調
査
で
は
，
電
気
代
等
の
支
払
金
額
及
び
使
用
量
に
つ
い
て
は
，
請
求
や
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
あ
っ
た
日
で
は
な
く
，
調
査
世
帯
が
実
際
に
支
払
っ

た
日
（
口
座
振
替
の
場
合
は
口
座
振
替
日
）
に
家
計
簿
に
記
入
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
利
用
（
購
入
）
月
と
支
払
月
に
違
い
が
あ
る
た
め
，
月
次
の
変
化

を
み
る
際
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
イ
　
ガ
ス
使
用
量

　
　
　
 　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
つ
い
て
は
，
平
成
18年
度
ま
で
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
実
施
し
て
い
た
「
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

消
費
実
態
調
査
」
を
基
準
と
し
て
採
用
す
る
。

　
　
　
 　
調
査
は
，
全
国
8,856世

帯
（
平
均
世
帯
構
成
人
員
3.3人

），
う
ち
宮
城
県
で
は
102世

帯
を
対
象
と
し
た
も

の
で
，
平
成
18年
度
の
都
道
府
県
単
位
で
の
月
ご
と
の
使
用
量
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

単
位
：
㎥

宮
城
県

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10月
11月

12月
１
月

２
月

３
月

年
平
均

H
18年
度

8.4
7.7

7.1
6.3

5.8
5.7

7.5
8.6

9.3
10.6

10.0
9.3

8.0

　
　
ウ
　
水
道
使
用
量

　
　
　
 　
水
道
使
用
量
に
つ
い
て
は
，
平
成
26年
度
市
町
村
決
算
統
計
か
ら
富
谷
町
水
道
事
業
に
係
る
デ
ー
タ
を
抽
出

し
，
日
当
た
り
の
家
庭
用
有
収
水
量
を
給
水
人
口
で
除
し
，
富
谷
町
民
１
人
・
１
日
当
た
り
の
水
道
使
用
量
を

算
出
し
，
基
準
と
す
る
。

　
　
　
 　
9,707㎥

／
日
（
家
庭
用
・
有
収
水
量
）
÷
48,603人

（
給
水
人
口
）
＝
199.7㍑

／
日
・
人

　
　
　
　
ま
た
，
月
30日
で
計
算
す
る
と
約
６
㎥
／
月
・
人
と
な
る
。

　
　
エ
　
上
記
ア
な
い
し
ウ
の
検
討

　
　
　
ア
　
富
沢
宅

　
　
　
　
 　
富
沢
宅
に
つ
い
て
は
，
妻
の
子
世
帯
が
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は
な
く
，
ま
た
，
妻
の
子
の
子
の
成

長
に
伴
う
富
沢
宅
に
お
け
る
間
取
り
の
関
係
か
ら
，
空
き
部
屋
が
な
く
，
平
成
19年
１
月
以
降
，
宿
泊
し
て

い
な
い
と
の
証
言
は
，
信
用
す
る
に
足
り
る
と
判
断
し
，
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
に
係
る
使
用
量
は
，
検
討
の

対
象
外
と
す
る
。

　
　
　
イ
　
宮
床
宅

　
　
　
　
 　
本
件
期
間
に
お
け
る
宮
床
宅
で
の
電
気
，
ガ
ス
，
水
道
の
使
用
状
況
を
，
各
基
準
と
す
る
統
計
資
料
と
比

較
し
，
居
住
の
有
無
を
推
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
 　
電
気
の
各
月
の
使
用
量
は
，
基
準
値
（
前
記
ア
の
家
計
調
査
追
加
参
考
図
表
の
月
平
均
欄
の
各
月
の
使
用

量
。
な
お
，
世
帯
構
成
員
数
は
3.05人

で
あ
る
。）
の
半
分
以
下
で
あ
る
と
こ
ろ
，
世
帯
構
成
員
数
で
除
し

た
基
準
値
（
い
ず
れ
も
小
数
点
以
下
２
桁
を
四
捨
五
入
し
て
お
り
，
順
次
，
135.6kW

h，
113.9kW

h，

112.4kW
h，
134.3kW

hで
あ
る
。）
に
対
し
て
は
，
大
き
な
開
差
が
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
ガ
ス
の
使
用
量
は
，
基
準
値
（
前
記
イ
の
表
の
各
月
の
使
用
量
。
な
お
世
帯
構
成
員
数
は
3.3人

で
あ
る
。）
の
２
割
以
下
で
あ
る
と
こ
ろ
，
世
帯
構
成
員
数
で
除
し
た
基
準
値
（
い
ず
れ
も
小
数
点
以
下
２

桁
を
四
捨
五
入
し
て
お
り
，
順
次
，
2.3㎥

，
2.2㎥

，
1.9㎥

，
1.8㎥

で
あ
る
。）
に
対
し
て
も
，
６
割
以
下

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
さ
ら
に
水
道
の
使
用
量
は
，
１
人
当
た
り
の
基
準
値
（
前
記
ウ
。
約
６
㎥
／
月
・
人
）
に
対
し
て
大
き
な

開
差
が
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
 　
し
た
が
っ
て
，
上
記
電
気
，
ガ
ス
，
水
道
の
使
用
状
況
を
も
っ
て
，
当
選
人
と
妻
の
両
名
が
宮
床
宅
で
生

活
し
て
い
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
こ
ろ
，
町
委
員
会
に
お
け
る
当
選
人
の
証
言
な
ど
に
照
ら

し
て
も
，
当
選
人
が
単
独
で
宮
床
宅
に
滞
在
し
て
い
た
も
の
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
 　
一
方
，
当
選
人
の
証
言
に
よ
る
利
用
形
態
で
の
月
間
の
延
べ
滞
在
人
員
数
は
，
２
泊
３
日
で
48時
間
の
滞

在
を
夫
婦
で
月
５
回
と
す
る
と
延
べ
20人
，
う
ち
友
人
夫
婦
同
伴
月
１
回
で
延
べ
４
人
と
す
る
と
，
合
計
で

延
べ
24人
と
な
り
，
月
換
算
で
は
0.8人

の
ひ
と
月
の
使
用
量
と
な
る
。
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収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
二
十
号

　

国
土
交
通
大
臣
起
業
の
①
一
般
国
道
四
十
五
号
改
築
工
事
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
市
道
、
普
通
河
川
及
び
農
業
用
道
路

付
替
工
事
、
②
一
般
国
道
四
十
五
号
改
築
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う
一
般
国
道
付
替
工
事
に
係
る
土
地
収
用
事
件
（
国
道

四
十
五
号
風
越
一
号
事
件
及
び
国
道
四
十
五
号
風
越
二
号
事
件
）
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
十
九
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
審
理
を
開
始
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
二
月
九
日

 

宮
城
県
収
用
委
員
会　
　
　

一　

日
時　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
四
日
（
月
）
午
後
二
時
か
ら

二　

場
所　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

宮
城
県
行
政
庁
舎　

九
階　

第
一
会
議
室

三　

審
理
事
項　

右
事
件
に
関
す
る
起
業
者
及
び
土
地
所
有
者
に
対
す
る
審
問
等

　
　
 　
さ
ら
に
，
富
沢
宅
に
つ
い
て
は
，
妻
の
子
の
世
帯
が
本
件
期
間
中
に
お
い
て
居
住
し
て
お
り
，
当
選
人
は
訪
れ

て
い
な
い
と
の
こ
と
か
ら
，
当
選
人
の
生
活
の
本
拠
が
富
沢
宅
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
判
断

す
る
。

　
　
 　
そ
こ
で
，本
件
期
間
に
お
け
る
当
選
人
の
生
活
の
本
拠
は
，宮
床
宅
又
は
富
沢
宅
に
は
な
く
，鷹
乃
杜
宅
に
あ
っ

た
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　
　
 　
し
た
が
っ
て
，
当
選
人
は
，
平
成
27年
８
月
30日
の
時
点
で
，
引
き
続
き
３
箇
月
以
上
富
谷
町
内
に
住
所
を
有

し
て
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
，
当
選
人
は
本
件
選
挙
に
お
け
る
被
選
挙
権
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
，
申
立
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
く
，
原
決
定
を
取
り
消
す
べ
き
と
す
る
申
立
人
の
審
査
の
申
立
て
に
つ
い

て
，
公
職
選
挙
法
第
216条

第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
37年
法
律
第
160号

）
第
40条
第
２

項
の
規
定
に
基
づ
き
，
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

　
平
成
28年
２
月
１
日

 
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
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 長
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光
　
　
輝
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員
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藤
　
　
幸
　
　
治
　
　
　

 
委
　
　
員
　
　
川
　
　
村
　
　
　
　
　
武
　
　
　

 
委
　
　
員
　
　
佐
 々
 木
　
　
と
 し
 子
　
　
　

　
　
　
　
 　
こ
れ
ら
と
合
わ
せ
，
妻
の
孫
の
滞
在
や
選
挙
準
備
で
の
利
用
を
考
慮
す
る
と
，
当
選
人
の
証
言
に
よ
る
利

用
形
態
で
の
宮
床
に
お
け
る
使
用
量
は
妥
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
，
当
選
人
が
主
張
す
る
利
用
形
態
で
の
使

用
量
と
し
て
は
過
大
で
あ
る
と
の
申
立
人
の
主
張
は
理
由
が
な
く
，
当
選
人
の
生
活
の
本
拠
と
す
る
理
由
は

な
い
も
の
と
判
断
す
る
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
鷹
乃
杜
宅
の
９
月
の
ガ
ス
，
水
道
の
使
用
量
が
最
大
と
な
る
状
況
か
ら
，
９
月
に
当
選
人
が
宮
床

宅
か
ら
鷹
乃
杜
宅
に
移
動
し
た
と
す
る
申
立
人
主
張
に
係
る
仮
説
に
つ
い
て
も
，
宮
床
宅
の
９
月
の
各
使
用

量
が
前
月
に
比
し
て
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
及
び
当
選
人
の
大
学
生
の
孫
が
同
月
鷹
乃
杜
宅
に
滞
在
し
て
い

た
と
す
る
当
選
人
の
証
言
な
ど
に
照
ら
し
て
，
理
由
が
な
い
も
の
と
判
断
す
る
。

　
　
　
　
 　
な
お
，
申
立
人
は
昨
年
10月
以
降
の
光
熱
水
費
の
調
査
を
主
張
す
る
が
，
当
委
員
会
で
は
，
そ
の
調
査
結

果
の
如
何
で
，
本
件
期
間
に
お
け
る
居
住
の
認
定
が
変
わ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
，
当
該
調
査
は
採
用
し

な
い
も
の
と
し
た
。

　
　
　
ウ
　
鷹
乃
杜
宅

　
　
　
　
 　
鷹
乃
杜
宅
に
お
け
る
電
気
，
ガ
ス
，
水
道
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
，
各
基
準
値
を
上
回
り
，
本
件
期
間

に
つ
い
て
当
選
人
，
妻
，
子
夫
婦
及
び
孫
の
５
人
が
居
住
し
，
選
挙
事
務
所
等
に
お
け
る
使
用
実
態
と
す
る

当
選
人
の
証
言
に
反
し
て
お
ら
ず
，
生
活
の
本
拠
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
 　
な
お
，
各
種
統
計
値
と
の
比
較
は
，
鷹
乃
杜
宅
に
当
選
人
の
生
活
の
本
拠
が
あ
る
か
否
か
の
判
断
材
料
の

一
つ
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
，
そ
の
比
較
の
み
を
も
っ
て
鷹
乃
杜
宅
に
当
選
人
の
生
活
の
本
拠
が
あ
る
と
判

断
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
⑵
　
町
委
員
会
に
お
け
る
聴
取
調
査

　
　
 　
町
委
員
会
が
聴
取
調
査
を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
，
申
立
人
は
，
い
ず
れ
も
当
選
人
の
居
住
に
関
心
が
な
く
，「
当

然
富
谷
町
に
居
住
し
て
い
る
」
と
い
う
先
入
観
の
あ
る
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
主
張
す
る
が
，
町
委
員

会
で
は
，
対
象
者
が
認
識
し
て
い
る
事
実
を
聴
取
調
査
し
て
お
り
，
当
該
調
査
の
有
効
性
に
疑
念
が
生
じ
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
近
隣
住
民
の
証
言
は
，
町
委
員
会
の
決
定
の
判
断
材
料
の
一
つ
と
し

て
十
分
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑶
　
ま
と
め

　
　
 　
以
上
の
と
お
り
，
本
件
期
間
中
に
お
け
る
当
選
人
の
生
活
に
お
い
て
は
，
鷹
乃
杜
宅
が
，
当
選
人
，
妻
，
子
夫

婦
及
び
孫
が
居
住
し
て
い
る
家
庭
生
活
の
中
心
で
あ
っ
て
，
当
選
人
の
生
活
に
最
も
関
係
の
深
い
生
活
の
中
心
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
 　
そ
し
て
，
宮
床
宅
に
つ
い
て
は
，
当
選
人
が
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

の
，
当
選
人
の
実
家
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
宮
床
宅
に
訪
れ
る
理
由
及
び
光
熱
水
費
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
別
荘

と
し
て
使
用
し
て
い
た
も
の
と
判
断
す
る
。


